
Ⅰ．はじめに

　医療技術の進歩や在宅医療の普及を背景に，特別支援

学校に医療的ケアを必要とする児童生徒等が増加してき

たことに伴い，1998（平成10）年から調査研究及びモデ

ル事業が実施された．その結果2004（平成16）年には，

特別支援学校において看護師が常駐し，教員は必要な研

修を受けること等を条件とし，実質的違法性阻却の考え

方に基づいて，たんの吸引，留置された管からの経管栄

養，自己導尿の補助等の医療的ケアを実施することはや

むを得ないとする考え方が厚生労働省より示された1）．

これ以降，特別支援学校では看護師を中心としつつ，教

員と看護師の連携による実施体制の整備が急速に進み2），

養護教諭にはコーディネーターとしての位置づけ3）が

進んできた．

　2011（平成23）年 6月には，介護サービスの基盤強化

のための介護保険法等の一部を改正する法律4）による

社会福祉士及び介護福祉士法の一部改正が行われ，それ

に伴い2012（平成24）年 4月より，特定の児童生徒等

の特定の行為に限られる一定の研修を受けた介護職員

等（以下，担当教員という）は，一定の条件の下にたん

の吸引等の医療的ケアが実施できるようになった．そし

て，それを受けて特別支援学校の教員も，制度上医療的

ケアを実施することが可能2）となった（以下，新制度

という）．新制度の下，担当教員が行える医療的ケアの

具体的内容は，口腔内の喀痰吸引・鼻腔内の喀痰吸引・

気管カニューレ内部の喀痰吸引・胃ろう又は腸ろうによ

る経管栄養・経鼻経管栄養の 5項目2）である．　　

　特別支援学校における医療的ケアを必要とする児童生

徒等の数は，2014（平成26）年度には7,774名となり在

籍者数の5.9% 5）を占め，さらに，同年度の肢体不自由

教育特別支援学校においては，医療的ケアの必要な児童

生徒数は，小学部から高等部までで5,087名であり全在

籍者の28.3% 6）を占めている．また，医療的ケアについ

ては，一人で複数のケアを必要とする児童生徒等が多い

のが現状で，2014（平成26）年度では，延べ23,396件の

うち，たんの吸引等呼吸器関係が69.0%，経管栄養等栄

養関係が24.1%，導尿が2.3%，その他が4.6%となってい

る5）．

　また2014（平成26）年度の特別支援学校に配置されて

いる医療的ケアに対応するための看護師数は，2012（平

成24）年度の1,291名から1,450名となった5）．同様に担

当教員も3,236名から3,448名と増加し，医療的ケアの延

べ件数のうち47.7%は，担当教員によるものである5）．

また，医療的ケアの対象児童生徒等の数や看護師の数

は，2006（平成18）年度以降全体として増加傾向にあり，

文部科学省は，引き続き特別支援学校において医療的ケ

アを行う体制を充実していくことが望まれる5）と指摘

している．

　このような背景を受け，現在，特別支援学校では医療

的ケアに関して看護師の指導の下，担当教員や養護教諭

が協働して，授業がスムーズに行えるよう工夫がされて

いるところである．しかし，医療的ケアの実施には全国

的にばらつきがあり，新制度が導入されてまだ 3年目と

いうことからも，様々な課題が散見される．とりわけ養

護教諭は，医学・看護学的素養をもつことから医療的ケ

ア実施体制の中心となって看護師，担当教員，保護者，

医師，管理職との連携の要として活動することが期待さ

れている7）．このように特別支援教育の背景がめまぐる

しく変化していく中，現在，養護教諭の役割はどのよう

な状況であるのかを整理し，今後の課題を考えるための

示唆を得るため，文献検討を行なった．

Ⅱ．文献検索の方法

　第一段階として，「養護教諭の役割」「医療的ケア」「特
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別支援学校」のキーワードで検索した結果，医学中央

雑誌では 3件， CiNi iでは 1件が検索された．抽出され

た文献の内重複しているものを除外した結果 3件となっ

た．その内 2件は表題に養護学校の記載があったことか

ら除外し，最終的に 1件の文献を抽出した．

　そのため第二段階として，「養護教諭」「医療的ケア」

「特別支援学校」のキーワードで検索した結果，医学中

央雑誌では46件， CiNi iでは11件検索された．次に，文

献の抽出年代を特別支援学校に統一された8）2007（平

成19）年 4月以降とした結果，医学中央雑誌では27件，

CiNi iでは11件が抽出され，重複しているものを除外し

た結果29件となった．第一段階の 1件はこれに含まれて

おり，それらから会議録 1件，資料 1件，養護学校年代

の文献 2件，特別支援学校の医療的ケアにおける養護教

諭の役割について具体的な記載がないもの14件を除いた

11件の文献について，養護教諭の役割を視点として分析

した（表 1）．

Ⅲ．結果

1 ．文献の全体像　

　養護教育諸学校から特別支援学校へと名称が変更され

た2007（平成19）年 4月から，新制度が導入されるまで

の2012（平成24）年 3月までの文献数は 5件（No 7 ～

11）で，論文の種類は原著 1件，研究報告 1件，報告 1件，

関連論稿 1件，解説 1件であった．対象者は養護教諭の

み 3件，養護教諭・教諭 1件，養護教諭・教諭・看護師

1件であった．調査方法は質問紙調査 3件，面接調査 1

件，フォーカスグループインタビュー 1件であった．

　一方，新制度導入後の2012（平成24）年 4月以降は，

文献数が6件（No1～6）で，2013（平成25）年 2件，2014（平

成26）年 1件，2015（平成27）年 3件であった．論文の

種類は原著 1件，短報1件，報告 1件，総説 1件，特集

2件であった．対象者は養護教諭のみ 1件，養護教諭・

教諭 1 件，養護教諭・教諭・看護師 1件であった．調

査方法は質問紙調査 3件，文献検討 1件であった． 

2 ．養護教諭の役割

1）新制度導入以前

　宿泊学習におけるコーディネーション過程に特化して

岡本ら9）は養護教諭の立場から，津島10） の構成要素以

外に新たに，ニーズの発見段階での成長・発達を願う教

育的ニーズと安全な支援体制ニーズを，ケア計画段階で

の安全確保を，実施段階での権利擁護をそれぞれ示して

いた．また下川ら11）は看護師の立場から，養護教諭の

コーディネーションのプロセスは津島10）と類似の課題

の把握，必要性の判断，計画の作成，コーディネーショ

ンの実施，評価の 5段階であることを確認した．さらに

そのコーディネーションを実施するために養護教諭に

必要な能力として先行研究10）より新たに抽出したのは，

コーディネーションの必要性の判断力，医療的ケア体制

の中で権限を持つ能力，幅広い視野を持つ能力，多職種

間で医療的ケア内容・役割分担内容を（担任を含む専門

職に）共通理解させる能力，会議の必要性を提案する能

力，（医療的ケア委員会等のメンバーに）議題準備の根

回しをする力であることを示していた．さらに中村ら12）

は，看護師の立場から，体温測定，チアノーゼに関する

ケア，痙攣発作に関するケア，座薬の挿入，与薬を実施

している養護教諭が数名いることや児童生徒等自身の理

解について，養護教諭全員が「知っている必要がある」

と回答していることを報告していた．また芝原ら13）は，

理学療法士の立場から，養護教諭は原疾患の治療，緊急

時の対応における主治医や医療機関への連絡や救急車手

配の判断基準の作成，てんかん発作時の学校医と主治医

との連携のサポート，感染症対策，障害への処置，肢体

不自由の不安定な全身状態への対応や二次障害予防と障

害の受容に関わる心理的な対応，服薬管理を行っている

と示していた．さらに石黒ら14）は，特別支援学校教員

の立場から，養護教諭は医療的ケアを実施しておらず，

通常校よりも医療的側面に強いケアが必要なものを教育

に結びつけるコーディネーターの役割をしていることを

示していた．

2）新制度導入以降

　山田らは養護教諭の立場から，養護教諭は教員・看護

師・主治医・保護者とのコーディネーターの役割を行っ

ている15）ことや医療的ケアに係わる校内体制のキーパー

ソンとなる養護教諭は，養成段階において，医療的ケア

や特別支援教育に関する知識・技術を習得することが求

められ，学校内外の連絡調整や医療的ケア校内委員会等

のコーディネーターとしての能力の育成が，課題である
16）ことを指摘していた．同様に金山ら17）特別支援学校

教員の立場からも，養成段階からの学習の習得が，職場

での協働を促進すると指摘していた．さらに山田は18） ，

養護教諭と看護師の活動は，それぞれ別の役割を果たし

ながらも，情報共有のための時間を大切にしていること

や看護師から意見を聞くことで，児童生徒の理解や医療

的ケアの振り返りにつながっていることも報告し，研修

を求めていた．また津島19）は，医療的ケアを必要とす

る児童生徒の「教育を受けたい」という願いの保障のた
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表
1　
特
別
支
援
学
校
の
医
療
的
ケ
ア
に
お
け
る
養
護
教
諭
の
役
割
に
関
す
る
文
献
（
20
07
（
平
成
19
）
年
度
以
降
 ）

N
o

表
　
題

主
な
著
者

発
表
年

発
表
雑
誌

論
文
種
類

対
象

対
象
者
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調
査
方
法

医
　
療
　
的
　
ケ
　
ア
　
に
　
お
　
け
　
る
　
養
　
護
　
教
　
諭
　
の
　
役
　
割

1

医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
子
ど
も

へ
の
ケ
ア
技
術
習
得
に
関
す
る
養
護

教
諭
の
ニ
ー
ズ
調
査
―
全
国
肢
体
不

自
由
特
別
支
援
学
校
を
中
心
に
―

山
田
景
子

他
20
15

（
平
成
27
）

小
児
保
健
研
究

原
著

養
護
教
諭
24
9人

質
問
紙

調
査

養
護
教
諭
は
教
員
や
看
護
師
，
主
治
医
と
連
携
し
，
子
ど
も
に
必
要
な
医
療
的
ケ
ア
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の

役
割
を
担
っ
て
お
り
，
学
校
に
配
置
さ
れ
た
看
護
師
や
保
護
者
と
の
協
議
や
役
割
の
調
整
を
行
っ
て
い
る
．
医
療
的
ケ

ア
の
管
理
・
健
康
支
援
全
般
の
調
整
と
緊
急
時
の
判
断
・
対
応
が
あ
る
．
特
に
緊
急
時
の
対
応
で
は
，
担
当
教
員
が
医

療
的
ケ
ア
を
行
う
際
，
そ
の
ト
ラ
ブ
ル
や
対
応
に
つ
い
て
は
，
専
門
的
な
判
断
を
要
す
る
た
め
，
必
ず
養
護
教
諭
や
看

護
師
が
連
絡
を
う
け
て
い
る
．

2
肢
体
不
自
由
児
教
育
に
お
け
る
医
療

的
ケ
ア
の
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
と

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

津
島
ひ
ろ
江

20
15

（
平
成
27
）

発
達
障
害
研
究

特
集

理
論

医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
の
「
教
育
を
受
け
た
い
」
と
い
う
願
い
の
保
障
の
た
め
に
は
，
医
療
的
ケ
ア
提

供
者
を
支
え
る
こ
と
が
重
要
で
，
学
校
内
外
の
多
職
種
連
携
に
よ
る
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
け
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
が
必
要
と
な
る
．
養
護
教
諭
に
は
そ
の
役
割
が
求
め
ら
れ
，
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
と
そ
の
た
め
の
理
論
研
究
が

必
要
で
あ
る
．

3

特
別
支
援
学
校
（
肢
体
不
自
由
）
に

勤
務
す
る
養
護
教
諭
と
看
護
師
の
連

携
山
田
景
子

20
15

（
平
成
27
）

発
達
障
害
研
究

特
集

実
践

養
護
教
諭
に
は
，
健
康
状
態
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
緊
急
時
に
対
応
す
る
た
め
，
医
療
的
ケ
ア
技
術
を
習
得
す
る
た
め
の

ケ
ア
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
必
要
で
あ
る
．
養
護
教
諭
と
看
護
師
の
活
動
は
，
そ
れ
ぞ
れ
別
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
も
，
情

報
共
有
の
た
め
の
時
間
を
大
切
に
し
て
い
る
．
看
護
師
か
ら
意
見
を
聞
く
こ
と
で
，
児
童
生
徒
の
理
解
や
医
療
的
ケ
ア

の
振
り
返
り
に
つ
な
が
っ
て
い
る
．
医
療
的
ケ
ア
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
う
養
護
教
諭
の
力
量
を
高
め
る
研
修
が
望

ま
れ
る
．

4
医
療
的
ケ
ア
従
事
者
の
協
働
達
成
感

尺
度
の
開
発
―
特
別
支
援
学
校
の
医

療
的
ケ
ア
従
事
者
の
協
働
を
促
進
す

る
要
因
―

金
山
三
恵
子

他
20
14

（
平
成
26
）

小
児
保
健
研
究

報
告
養
護
教
諭
，

教
諭
，

看
護
師

12
7人

質
問
紙

調
査

養
護
教
諭
は
教
員
養
成
段
階
で
，
医
療
的
ケ
ア
や
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
知
識
・
技
術
を
習
得
す
る
こ
と
が
，
職
場

で
の
協
働
を
促
進
す
る
上
で
必
要
で
あ
る
．

5
特
別
支
援
学
校
に
お
け
る
医
療
的
ケ

ア
と
実
施
に
関
す
る
歴
史
的
変
遷

山
田
景
子

他
20
13

（
平
成
25
）
川
崎
医
療
福
祉
学
会
誌
総
説

文
献

医
療
的
ケ
ア
に
係
わ
る
校
内
体
制
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
な
る
養
護
教
諭
は
，
養
成
段
階
で
，
医
療
的
ケ
ア
や
特
別
支
援

教
育
に
関
す
る
知
識
・
技
術
を
習
得
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
，
学
校
内
外
の
連
絡
調
整
や
医
療
的
ケ
ア
校
内
委

員
会
等
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
と
し
て
の
能
力
育
成
が
課
題
で
あ
る
．

6
特
別
支
援
教
育
に
お
け
る
医
療
的
ケ

ア
に
関
す
る
意
識
調
査

石
黒
栄
亀

他
20
13

（
平
成
25
）
医
療
の
質
・
安
全
学
会
誌
短
報
養
護
教
諭
，

教
諭

82
人

質
問
紙

調
査

養
護
教
諭
は
学
校
保
健
を
担
当
し
，
障
害
や
疾
病
の
あ
る
児
童
生
徒
へ
の
保
健
活
動
や
救
急
処
置
を
通
し
て
，
医
学
や

看
護
の
専
門
性
を
発
揮
し
，
医
療
的
ケ
ア
の
手
技
や
知
識
の
研
修
を
受
け
，
子
ど
も
に
不
安
感
を
抱
か
せ
な
い
よ
う
な

技
術
を
習
得
す
る
必
要
が
あ
る
．

7

医
療
的
ケ
ア
に
お
け
る
養
護
教
諭
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
過
程
と
必
要

な
能
力
―
特
別
支
援
学
校
の
養
護
教

諭
を
対
象
に
―

下
川
清
美

他
20
11

（
平
成
23
）
日
本
養
護
教
諭
教
育
学
会
研
究
報
告

養
護
教
諭

15
人
フ
ォ
ー
カ

ス
グ
ル
ー

プ
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー

医
療
的
ケ
ア
に
関
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
過
程
に
お
い
て
，
養
護
教
諭
は
課
題
の
把
握
，
必
要
性
の
判
断
，
計
画

の
作
成
，
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
，
評
価
と
い
う
流
れ
で
行
っ
て
い
る
．
そ
れ
に
必
要
な
能
力
で
津
島
（
20
07
）

の
先
行
研
究
よ
り
新
し
く
抽
出
さ
れ
た
の
は
，
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
性
の
判
断
，
医
療
的
ケ
ア
体
制
の
中
で

権
限
を
持
つ
，
幅
広
い
視
野
を
持
つ
，
多
職
種
間
で
医
療
的
ケ
ア
内
容
・
役
割
分
担
内
容
を
共
通
理
解
さ
せ
る
，
会
議

の
必
要
性
を
提
案
す
る
，
議
題
準
備
の
根
回
し
を
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
．

8
子
ど
も
の
医
療
的
ケ
ア
に
か
か
わ
る

医
療
・
教
育
職
の
情
報
入
手
の
現
状

と
希
望
の
実
態

中
村
泰
子

他
20
11

（
平
成
23
）

小
児
看
護

関
連
論
稿
養
護
教
諭
，

教
諭
，

看
護
師

14
7人

質
問
紙

調
査

養
護
教
諭
は
医
療
的
ケ
ア
の
必
要
な
児
童
生
徒
に
，
体
温
測
定
，
チ
ア
ノ
ー
ゼ
に
関
す
る
ケ
ア
，
痙
攣
発
作
に
関
す
る

ケ
ア
，
座
薬
の
挿
入
，
与
薬
を
実
施
し
，
複
数
の
子
ど
も
の
ケ
ア
を
実
施
・
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
．
必
要
な
情
報
と
し
て
，

児
童
生
徒
本
人
の
理
解
に
つ
い
て
は
，
養
護
教
諭
全
員
が
「
知
っ
て
い
る
必
要
が
あ
る
」
と
回
答
し
て
い
る
．

9
養
護
教
諭
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

過
程
を
構
成
す
る
要
素
の
明
確
化
―

特
別
支
援
学
校
養
護
教
諭
の
実
践
の

分
析
か
ら
―

岡
本
啓
子

他
20
10

（
平
成
22
）
日
本
養
護
教
諭
教
育
学
会
原
著

養
護
教
諭

7人
面
接
調
査

宿
泊
学
習
に
お
け
る
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
7事
例
に
対
し
て
，
養
護
教
諭
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
過
程
に
お
い
て
，

津
島
（
20
07
）
の
先
行
研
究
よ
り
新
し
く
抽
出
さ
れ
た
構
成
要
素
は
，
ニ
ー
ズ
の
発
見
段
階
で
の
成
長
・
発
達
を
願
う

教
育
的
ニ
ー
ズ
・
安
全
な
支
援
体
制
ニ
ー
ズ
，
計
画
立
案
段
階
で
の
安
全
確
保
，
実
施
段
階
で
の
権
利
擁
護
で
あ
る
．

10

肢
体
不
自
由
児
特
別
支
援
学
校
の
健

康
管
理
の
調
査

芝
原
美
由
紀

他
20
09

（
平
成
21
）

小
児
保
健
研
究

報
告

養
護
教
諭
14
7人

質
問
紙

調
査

養
護
教
諭
は
毎
年
家
族
か
ら
医
療
情
報
の
収
集
を
行
い
，
原
疾
患
の
治
療
や
緊
急
時
の
対
応
等
に
備
え
て
い
る
．
感
染

症
対
策
や
障
害
へ
の
処
置
と
共
に
，
肢
体
不
自
由
の
不
安
定
な
全
身
状
態
へ
の
対
応
や
二
次
障
害
予
防
と
障
害
の
受
容

に
関
わ
る
心
理
的
な
問
題
等
に
関
わ
っ
て
い
る
．
緊
急
時
の
対
応
で
は
，
主
治
医
や
医
療
機
関
へ
の
連
絡
や
救
急
車
手

配
の
判
断
基
準
を
作
成
し
，
て
ん
か
ん
発
作
時
の
対
応
の
た
め
，
学
校
医
と
主
治
医
と
の
連
携
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
．

ま
た
，
服
薬
管
理
を
し
て
お
り
，
こ
れ
ら
の
情
報
を
学
年
や
担
任
と
共
有
し
て
い
る
．

11
九
州
・
沖
縄
の
肢
体
不
自
由
特
別
支

援
学
校
に
お
け
る
医
療
的
ケ
ア
の
現

状
と
課
題

石
黒
栄
亀

他
20
08

（
平
成
20
）
九
州
女
子
大
学
紀
要

解
説
養
護
教
諭
，

教
諭

16
人

質
問
紙

調
査

教
諭
・
養
護
教
諭
共
に
医
療
的
ケ
ア
は
実
施
し
て
お
ら
ず
，
県
の
取
組
に
も
差
が
あ
る
．
養
護
教
諭
は
通
常
の
学
校
よ

り
も
「
医
療
的
側
面
に
強
い
」
ケ
ア
が
必
要
な
も
の
を
「
教
育
」
に
結
び
つ
け
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
を
し
て

い
る
．
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めには，医療的ケア提供者を支えることが重要で，学校

内外の多職種連携によるチームアプローチにおけるコー

ディネーションが必要となり，その研修プログラムの開

発と理論研究が必要であると指摘していた．

　また山田ら15）は，養護教諭は緊急時の対応にあたっ

て，専門的な判断を看護師と共に担っていることや健康

状態をアセスメントし緊急時に対応するため，医療的ケ

ア技術を習得するためのケアマニュアルの必要性を指

摘していた．石黒ら20）は特別支援学校教員の立場から，

養護教諭は学校保健を担当し医療機関や学校医とのコー

ディネーションを担い，救急処置に対応するために，児

童生徒等に不安感を抱かせないような医療的ケアの手技

や知識を習得することが必要であると述べていた．

 

Ⅳ．考察

　現在，米国21）においては特別支援教育の対象が増加

しており，わが国22）においても同様となっている．米

国の特別支援教育への対応は，スクールナースの役

割21・23）として2011年の改訂版に位置づいており，実際

にチームの一員として活躍している．わが国において

も，チームとしての学校のあり方が2015（平成27）年の

中央教育審議会答申（案）「チームとしての学校の在り

方と今後の方針について」24）に示され，本文献検討か

らも，特別支援学校の医療的ケアにおける養護教諭の

コーディネーター的役割の重要性が示唆された．特別支

援学校の医療的ケアにおける養護教諭の役割は，先行研

究に示されたように，医療的ケアを必要とする児童生

徒等の「教育を受けたい」という願いを受け止め9・19），

そのためには医療的ケアの提供者を支える学校内外の多

職種連携によるチームアプローチにおけるコーディネー

ション19）を適切に行うことであると考える．

　養護教諭の全般的な役割に関しては，1999（平成11）

年の教育職員養成審議会第３次答申「養成と採用・研修

との連携の円滑化について」25） に，「養護教諭について

は，心身の健康観察，救急処置，保健指導等児童・生徒

の健康保持増進について，採用当初から実践できる資質

能力が必要である．」と示されている．また，学校保健

におけるコーディネーター的役割に関しては，2008（平

成20）年の中央教育審議会答申「子どもの心身の健康を

守り，安全・安心を確保するために学校全体としての取

組を進めるための方策について」26）に，「～子どもの現

代的な健康課題の多様化により，医療機関などとの連携

や特別な配慮を必要とする子どもが多くなっているとと

もに，特別支援教育において期待される役割も増してき

ている．そのため，養護教諭がその役割を十分果たせる

ようにするための環境整備が必要である．」や「～学校

内における連携，また医療機関や福祉関係者など地域の

関係者との連携を推進することが必要となっている中，

養護教諭はコーディネーターの役割を担う必要がある．

～」と示されている． 

　そのため，医療的ケアにおけるコーディネーションに

関して理解するためには，養護教諭の養成段階から基礎

的な医療的ケアに関する知識や技術を習得し，採用後に

も医療的ケアに関する知識や技術を含めたコーディネー

ションに関する研修により，更なる力量形成へつなげて

いかなければならない15～18）と考える．医療的ケアの知

識や技術の習得は，コーディネーションを行う上におい

ても，緊急時の対応においても，必要不可欠15・18）であ

ると言える． 

　2016（平成28）年 4月から施行される「障害を理由と

する差別の解消の推進に関する法律」27・28）により，国

公立の学校には合理的配慮の法的義務が生じる29・30）こ

とから，養護教諭も主体である自治体や学校の方針を十

分把握し，学校保健全体と医療的ケアにおけるコーディ

ネーション9～11・13～16・19）において，その役割を主体的に

発揮することが重要である．そして，その役割を十分発

揮するためにも，医療的ケアの知識や技術の習得15・18） 

と医療的ケアにおけるコーディネーションの双方の内容

を取り入れた，研修の実施が急務である．

Ⅴ．結論

　本文献検討から，特別支援学校の医療的ケアにおける

養護教諭のコーディネーター的役割の重要性が示唆され

た．今後その役割を十分発揮するためには，医療的ケア

の知識や技術の習得と医療的ケアにおけるコーディネー

ション能力の向上に向けた，研修の実施が急ぎ求められ

る．
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